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展
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販
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シ
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か
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市
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特
産
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当
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シ
ョ
ッ
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の
ほ
か
、
市
の
特
産
品
が
当
た

る
投
票
企
画
「
わ
た
し
の
地
域
自
慢
ベ
ス

る
投
票
企
画
「
わ
た
し
の
地
域
自
慢
ベ
ス

ト
テ
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！
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や
、
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く
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し
き
地
域
資

ト
テ
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や
、
「
く
ら
し
き
地
域
資
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こ
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ク
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リ
ー
」
の
開
催
な
ど
、
見
て
、
買
っ
て
、

リ
ー
」
の
開
催
な
ど
、
見
て
、
買
っ
て
、

学
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体
験
で
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イ
ベ
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ト
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べ
て
、
体
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イ
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盛
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）
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前
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雨
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）
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午
後
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雨
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‐
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２
６
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３
０
３
０
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３
０
３
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）
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拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
屋
外

拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
屋
外

で
の
開
催
で
す
が
、
会
場
内
の
密
を
避
け

で
の
開
催
で
す
が
、
会
場
内
の
密
を
避
け

る
た
め
に
入
場
人
数
お
よ
び
滞
在
時
間
に

る
た
め
に
入
場
人
数
お
よ
び
滞
在
時
間
に

一
部
制
限
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

一
部
制
限
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
都
会
で
は
な
く
、
幼
い
頃
は
近
所

の
家
な
ら
出
入
り
も
飲
食
も
自
由

な
、
ま
ち
全
体
が
家
族
の
よ
う
な

下
町
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
影
響

も
あ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
強

く
人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
土

地
は
居
心
地
が
良
く
、
初
め
て
高

　
は
じ
め
ま
し
て
。
８
月
１

日
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
、
西
澤

昌
代
で
す
。

　

私
の
出
身
は
東
京
で
す

が
、
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
渋
谷
や
新
宿
と
い
っ
た
大

梁
市
を
訪
れ
た
と
き
も
そ
ん
な
懐
か
し
い

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
育
ち

の
私
に
と
っ
て
、
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
場
所
へ
行
く
こ
と
は
時
間
と
お
金
を

か
け
る
「
贅
沢
」
で
も
あ
り
、
い
つ
か
ら

か
高
梁
市
へ
の
移
住
を
検
討
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、「
服

飾
デ
ザ
イ
ン
」、「
化
粧
品

会
社
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
広
報
」、「
開
発
途
上

国
・
地
域
の
人
々
を
支
援

す
る
国
際
協
力
」
な
ど
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、

各
国
の
組
織
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
現
地

住
民
な
ど
と
連
携
し
、
発
展
途
上
地
域
の

基
盤
作
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
吹
屋
を
は

じ
め
と
す
る
高
梁
市
の
魅
力
的
な
地
域
、

文
化
や
風
習
を
世
界
へ
発
信
し
、
一
人
で

も
多
く
の
「
高
梁
フ
ォ
ロ
ワ
ー
」
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、
大
都
市
な
ど
で

は
出
会
え
な
い
高
梁
市
の
最
大
の
魅
力

「
温
か
い
人
々
と
の
触
れ
合
い
」
を
通
じ

た
観
光
振
興
で
す
。
高
梁
市
を
訪
れ
た
人

が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
、
再

び
戻
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
の
ツ
ー
リ
ン

グ
や
洋
裁
な
ど
で
す
。
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
た
創
作
活
動
が
大
好
き
な
の
で
、
一
緒

に
高
梁
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

JJ
ジャイカジャイカ

ICAICA ガーナ事務所の現地スタッフとガーナ事務所の現地スタッフと

西
にしざわ

澤昌
ま さ よ

代  隊員

14Ｒ3 (2021) ９月

俳
句
俳
句  　
　

カ
エ
ル

　
　

カ
エ
ル
達達た

ち
た
ち  

夜夜よ
る
よ
る

をを
楽楽た

の
た
の

し
み
し
み  

高高た
か
た
か

ら
か
に　
　

ら
か
に　
　

大大お
お
お
お

久久くく

保保ぼぼ  

裕裕ゆ
う
ゆ
う

子子ここ

さ
ん
（
下
谷
町
）

さ
ん
（
下
谷
町
）


